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編
集
後
記

　
「
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
第
五
十
七
輯
を
お
届
け
す
る
。
今
号
は
、
十
六
篇

の
論
説
、
四
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
、
一
篇
の
翻
訳
、
一
篇
の
調
査
報
告
を
掲
載
す
る
。

日
本
語
以
外
に
も
英
語
・
中
国
語
の
論
考
を
収
め
、
内
容
的
に
も
日
本
言
語
文
化

論
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
文
化
論
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
・
文
化
論
に
到
る
、

広
範
囲
な
も
の
で
、
ま
さ
し
く
「
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

貴
重
な
論
考
を
提
供
さ
れ
た
投
稿
子
各
位
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

今
号
に
は
二
十
四
篇
の
論
考
が
投
稿
さ
れ
、
厳
正
な
査
読
と
審
査
を
経
て
二
十

二
篇
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
不
掲
載
と
な
っ
た
一
篇
は
、
そ
の
執
筆
者
に

と
っ
て
第
一
言
語
で
は
な
い
言
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
査
読
の
過
程
で
そ

の
言
語
表
現
の
適
否
が
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
。
本
紀
要
が
日
本
の
み
な
ら
ず
海

外
で
も
広
く
読
ま
れ
る
た
め
に
は
、
英
語
等
の
非
日
本
語
に
よ
る
論
考
の
投
稿
も

ま
た
歓
迎
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
執
筆
者
に
と
っ
て
第
一
言
語
で
は
な
い
言

語
で
執
筆
す
る
場
合
は
、
慎
重
な
言
語
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
る
。
今
後
、
本
紀

要
に
論
考
を
投
じ
ら
れ
る
諸
子
は
こ
の
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

今
号
に
、
森
部
豊
研
究
員
に
よ
る
「
陳
寅
恪
『
唐
代
政
治
史
術
論
稿
』
訳
注
稿
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
近
代
中
国
の
碩
学
、
陳
寅
恪
に
は
他
に
『
元
白
詩
箋
証

稿
』（
一
九
五
五
）
が
あ
り
、
こ
れ
も
名
著
の
誉
れ
高
い
一
書
で
あ
る
。
書
中
、
唐

の
宮
廷
音
楽
で
は
ソ
グ
ド
や
キ
ジ
ル
な
ど
、
西
域
の
外
来
音
楽
が
重
き
を
な
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
箇
所
が
あ
る
。
陳
寅
恪
は
、
向
達
『
唐
代
長
安
与
西
域
文

明
』（
一
九
三
三
）
お
よ
び
、
林
謙
三
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』（
郭
沫
若
に
よ
る
中

国
語
訳
、
一
九
三
六
）
に
拠
っ
て
こ
の
指
摘
を
な
し
て
い
る
。

　

前
者
は
東
西
交
渉
研
究
の
必
読
書
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
地
位
を
保

っ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
敢
え
て
贅
言
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
後
者
は
、

日
本
の
音
楽
学
者
、
林
謙
三
の
研
究
成
果
を
、
一
九
三
〇
年
代
に
日
本
に
亡
命
し

て
い
た
郭
沫
若
が
中
国
語
訳
し
そ
れ
を
上
海
の
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
し
た
も
の

で
、
当
時
、
日
本
に
お
い
て
は
全
く
無
名
の
音
楽
学
者
で
あ
っ
た
林
謙
三
の
名
は

中
国
に
お
い
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郭
沫
若
が
中
国
語
に
翻
訳
し
た
か
ら

こ
そ
、
陳
寅
恪
も
林
謙
三
の
研
究
成
果
を
知
り
得
て
、
そ
れ
を
『
元
白
詩
箋
証
稿
』

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
編
集
子
は
、
こ
の
一
連
の
近
代
日
中

学
術
交
渉
の
軌
跡
に
感
動
す
る
者
で
あ
る
が
、
ま
た
、
一
方
で
、
研
究
者
が
本
人

に
と
っ
て
第
一
言
語
で
は
な
い
言
語
で
本
人
の
研
究
成
果
を
世
に
問
う
重
要
性
を

改
め
て
確
認
す
る
。 

（
編
集
委
員
長
Ｈ
）

二
〇
二
四
年
七
月
一
日
発
行
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